
事業実施報告書【講座名：楽しく学ぶみんなの防災】やすらぎ便利さ創造学部

【コメント】

・自分が知っていることをちゃんと生かしていきたい

・ダイレクトロードで意味の分からないカードもあったけど、チームのみんなと協力して救助や

火災の指示を出すことができて良かった。

・警戒レベルの 3や 4が出た時に家族を連れてすぐに逃げようと思った。

・行動できる人になるために、日頃から災害への対策を考えていきたい。

・対策も必要だが、対策をしていても災害は発生することがあるので、発生したときにどう行動

するかを考えておくことも大切だと思った。

・土石流の映像が印象に残った。

・わかりやすくて楽しかった。

・ダイレクトロードでは地域の景観などをしっかり見ておかないといけないと思った。

・日頃から消火器の位置を把握しておく必要がある。

・積極的に地域の人に協力して、災害に対してどのような備えをされているのか知っておくこと

が必要だと思った。

【写真】

○日 時： 令和２年７月２２日（水） １０：４０～１２：４０

○場 所： 大朝中学校体育館

○参加人数： ２２名（生徒１７名・地域防災リーダー２名・大朝地域づくりセンター３名）

○内 容： ①講座「近年の自然災害」

（危機管理課長 野上 正宏）

②災害シミュレーションゲーム「ダイレクトロード 内陸の町バージョン」

（防災士・広島県自主防災アドバイザー 西田井 恭子 氏）




